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ＣｙｐＷ"γ"ｓ〃αγes〃（ＧｔｊＮＴＨＥＲ）は1889年Fidji島とNewHebrides島との中間

水域で採集された体長７inchesの未成魚にもとずいて，ErOCOe伽〃αγ9s〃として設け
られた新種で，１個の長い皮膜状の顎髪を持つ点では助CO伽ＳＣＯ”α伽MIrcHILLと

共通するが，両対鰭がそれよりも長い点を以て別種として記載された．本種はその後太平

洋熱帯水域及び東インド諸島水域の各地から記録されているが，これらはいずれも未成魚
であって，その成魚についてはなお明かにされていないようである．

日本近海に於ては従来本種に関する記録がなかったが１９５０年以来九州近海で本種と同
定すべき稚魚がしばしば採集され，更に１９５４年６月九州大学農学部水産学教室の上野，

中原両氏により本種の成魚と思われる一雌魚が採集されるに到ったので，これらの資料に

より本種の成魚及び幼期の一部について報告すること畠する．貴重な標本を贈られた同教
室の内田教授及び上野，中原両氏に深謝する．

Ｃｙかsgﾉ”"ｓ〃αγeS〃（ＧＵＮＴＨＥＲ１８８９）

ウチダトピウオ（新称）

ここに記載する本種の成魚は福岡県糟屋郡志賀島の定置網で採捕された雌魚で体長２３１

ｍｍ，トビウオ類としては中型のものでその脊椎骨は４１個を数える．口蓋骨には歯がみと

められない．鰭条等の数及び各部位の測定値は別表の通りである（Tableｌ)．

Fig.１Cylseﾉ"γ"ｓ〃αγ9s〃〔GUNTHER〕，Adult，２３１ｍｍｌｏｎｇ
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腹鰭は比較的後方に位置を占め吻端より腹鰭基底までの距離が体長の６０％を超え従っ

て腹鰭は鯛蓋後部と尾柄端の中央に始る．胸鰭及び腹鰭は共に長くこれをた＞めぱ両者共

に尾柄部の中央に達する．

体色は多くのトビウオ類と略をひとしく特徴とすべきものがない．胸鰭は大部分暗色で

あるが下方第１１軟条以下は淡色で，この淡色部は胸鰭中央部では上方に延びて第６鰭条

に達する不明瞭な淡色帯をなす．更に鰭の先端部より後縁に沿って淡色でその幅は眼径の

2/３に及ぶ．腹鰭の第１～５鰭条は暗色をおびるが鰭膜は殆んど無色である（Ｆｉｇ．１)．

この成魚よりみいだされた完熟に近い卵巣卵は直径1.8-2.1ｍｍで比較的大きく，卵

膜上に一様に分布する４０－５０個の附着糸を持つ．、

次に九州近海で採集されたウチダトビウオ稚仔の体長14.5～53.0ｍｍの５個体につい

てそれぞれの測定値を別表に示し（Table２)，そのうちの３個体を図示した（Figs､2-4)．

体長１４．５ｍｍの稚魚（Ｆｉｇ．２）では顎髪は未だ短くようやく眼の前縁に達するのみ

であるが，その形は巾の狭いリボン状で先端は矢筈状をなし本種の特徴を示す．腹面及

釦

Fig.２JuvenileofCypseﾉ"γⅨｓ〃αγ9噸〔GrB.)，１４．５ｍｍｌｏｎｇ

び側線の前部は既に鱗をおびている．背鰭には前部の承色胞が現れている．

体長１７．５ｍｍに達したものでは顎髪は眼の前部に達し背鰭はその後半部も色胞をおび

審鰭にも僅かに色胞が現れるがその他の点では著い､変化はない．

体長２２．１ｍｍの個体（Fig.３）では顎髪は延びて眼の中央下に達する．体側の下部に

眼の下方から腹鰭の後方に至る黒色胞帯が現れる．

Fig.３JuvenileofCy加”"/"ｓ”αγes〃（GTR,）22.1ｍｍｌｏｎｇ
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体長２６．０ｍｍの個体では顎髪は眼の後縁下に達し鱗は殆んど体の全面を被うに至る．

体長５３．０ｍｍの稚魚（Fig.４）では顎髪は著しく発達して体長の３/4に近くなり，先

端は背鰭起点を超え，基部両側に一対の支葉を分岐する．その全長にわたって幅広くなり

Fig.４JuvenileofCypsgﾉ”"ｓ〃αγ9s〃（GUNTHER)，53.0ｍｍｌｏｎｇ

中軸は稜状をなして左右両片を分つ．頭長，眼径は共に小さくなりそれぞれ成魚に於ける

大きさに近ずく．腹鰭は後方に移って略を成魚の位置にひとしくなり鰭の後端は尾鰭前部

に達する．体側下方の暗色縦帯は明瞭で特徴的である．生時には背鰭と両対鰭とは青紫色

で体側の縦帯は銀白色の光沢をおびる．

これらの稚魚が採集されたのは天草，枕崎及び屋久島の各地である．

Giinther（1899）の図示した本種の基準標本は体長１７５ｍｍ・体形はすでに成魚に近い

がなお腹鰭の前方に達する長い顎髪を備えている．

本邦産のウチダトビウオとGiinther，Weber＆Beaufort等の記載している太平洋，

東インド諸島熱帯部のＣ・〃αγ9s〃とを比較すると，後者では背鰭条が１０～１２個，背鰭

前部の鱗列数が２７～３２個でいずれも前者よりや陰少い，しかしその他の特徴はおおむね

一致しており，前者は後者の高緯度型と承ることができる．

ウチダトビウオは大西洋西部のＣｊ1ｶsg〃"ＳＣＯ加α伽（MIrcHILL）とは背椎骨数もひ

としく，その幼期，成魚期を通じて多くの共通の特徴を持ち，両者は極めて近縁のもので

あることを示している．又太平洋西部産のトビウオ類中では腹鰭の位置が後方に偏してい

る点でＣ”Ｓｃ〃"ＳＯＰ畑ﾉｹQP"ｓ（BLEEKER）の諸型とや堂近く，後者のうち本邦近海に

産するホソトビCJPSgﾉ"γ"ＳＱＰｊ鋤OP"Ｓ〃γα〃Ｔｏ班IYAMAetABEに於てみられるふ

ところでは幼期の形態にも近似の点が多い．これらの諸種を比較すると次のような異同が

とめられる（Table３，Ｆｉｇ．５)．

すなわちウチダトビウオがｃ・ＣＯ"zα加ｓと異る点としては頭がやや小さく，胸鰭及び

腹鰭が共に長いこと，背鰭がや＞後方に位置を占めていること，鯛純数が少いことなど
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オでは本邦産のもの

でも東インド諸島産のものでも口蓋骨歯は承とめられていない．Ｃ・ＣＯ加α伽の幼期は

Bruun及びBrederによってその一部が明かにされているが，ウチダトビウオの幼期と

同じく一個の平紐状の長い顎髪を持つこと，背鰭が幼期を通じて特に高くならないことな

どを特徴としてあげることができる．なおＣ、ＣＯ”α伽は記録されたものでは２０ｃｍ以

上のものは採集されておらず，ウチダトビウオのように大型に達することがないようであ
る．

ホソトビはウチダトビウオよりも脊椎骨数が４～５個多く，体が細くて尾柄部も細長し､、

その外眼が小さいこと，対鰭が比較的短く腹鰭の先端は尾柄部に達せぬこと，鯛紀数が多

いこと，口蓋骨上に小歯帯を持つことなどの諸点でウチダトビウオと異り，外形的にも両

者の成魚は識別に困難ではないが，幼期の形態には近似の点が多く，体色も各期を通じて

ウチダトビウオと略を同様で３０ｍｍ以上のものでは体側縦帯が明かになる．しかしホソ

トビの幼期にみられる顎髪は５０～７０ｍｍの個体に於ても短くて中軸は稜状をなしている

が左右両片はひろがって全体が禰癖状を呈する．

以上に述ぺたようにウチダトビウオ，ホソトビ及びＣ・ＣＯ加α畑ｓの各種の間にはそれ

ぞれ相異はあるが，そのいずれにも他のCylse〃"ｓ属のトビウオ類の諸種とは異った共

通の特徴がみられ相互に密接な系統的関係があることを暗示している．特にＣ・ＣＯ碗α畑ｓ

とウチダトビウオとは他のトビウオ類にもふられるように大西洋と太平洋とに対称的に分

布する双生種とふることができる．

ウチダトビウオの産卵期は九州の南西岸ではその熟卵のみられる時期や稚魚の現れる時

期からゑて６～７月の候と思われる．稚魚はホソトビやアリアケトビウオＣ”sg〃"ｓ

ｓｵαγﾙｓｊＴｏ亜IYA亜Ａｅｔ・ABE，アヤトビウオCyPse〃γ"ｓ加cc〃”ｵeγ"ｓ（CuvIERet

VALE蘭clENNEs）などと同じく沿岸の潮目にみちれ，表層稚魚網や集魚灯によって採集

される．稚魚の量は他のトビウオ類に比べて必ずしも少くなく，従って産卵量も相当にの

ぼるものと思われるが，各地のトビウオ漁場で特に本種と識別しているところを承ないの

は，本種の成魚がツクシトピウオＣ”Sg〃"ｓ〃伽γ”"ｓα槻"ﾉg伽ToMIYA班ＡｅｔＡＢＥ

と一見同様の形態を備えているためではなかろうか．
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Synopsis

AdultofCylseﾉ”"ｓ〃αγ畑'（Ｇ耐THER)，obtainedforthefirsttimefrom

theｃｏａｓｔｏｆＪａｐａｎ，anditsjuvenilesaretreatedonthispaper・

ＡｓｉｎｇｌｅｓｐｅｃｉｍｅｎｏｆａｄｕｌｔＣ．〃αγes〃ｗａｓｃｏｌｌｅｃｔｅｄｂｙａｔｒａｐ－ｎｅｔａｔＳｈｉｋａ‐

no-shima，FukuokaPrefecture，ｏｎＪｕｌｙ，1954．Itisamediumsizeflying-fish

moreｔｈａｎ２９０ｍｍｉｎｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈ・Ｉｔｓｖｅｎｔｒａｌｉｓｉｎｓｅｒｔｅｄｂackward，ａｎｄｂｏｔｈｏｆ

ｐａｉｒｅｄｆｉｎｓａｒｅｌｏｎｇ，ｒｅａｃｈｉｎｇｃｅｎｔｅｒｏｆｃａｕｄａｌｐｅｄｕｎｃｌｅｗｈｅｎｆｏｌｄｅｄ・Ｒｉｐｅ

ｏｖａｒｉａｎｅｇｇｓｏｂｔａｉｎｅｄｆｒｏｍｔｈｅspecimenmeasure１．８ｔｏ２ｏ１ｍｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ，

ａｎｄｈａｖｅ４０ｔｏ５０ｃｉｒｃｕｍｓｐｈｅｒｉｃａｌｔｅndrils・Ｎｕｍｅｒｏｕｓｙｏｕｎｇｓｐｅｃｉｍｅｎｓ，１４．５ｔｏ

53.0ｍｍｌｏｎｇ，ｗｅｒｅｃｏｌｌｅｃｔｅｄａｌｏｎｇｔｈｅｓｏｕｔｈｅｒｎａｎｄｗｅｓｔｅｒｎｃｏａｓｔｏｆＫｙｕｓｈｕ・

Ｔｈｅｙｈａｖｅｓｉｎｇｌｅｃｕｔａｎｅｏｕｓｂａｒｂｅｌａｔｓｙｍｐｈｙｓｉｓｗｈｉｃｈｇｒｏｗｔｏｃｏｎｓｉｄｅｒａｂｌｅ

ｌｅｎｇｔｈ・Ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓｉｎｔｈｅｃｏｕｎｔｓａｎｄｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｓｅａｄｕｌｔａｎｄｙｏｕｎg

specimensarelisted（Ｔａｂｌｅｓｌａｎｄ２）．Theyhavemoredorsalraysand

predoｒｓａｌｓｃａｌｅｓｃｃ耐ｎｐａｒｅｄｗｉｔｈｔｈｅｔｒｏｐｉｃｓｐｅｃｉｍｅｎｓｃｏllectedinMelanesiaand

Indo-Australia．

Ｃ・〃αγ9s〃ｈａｓ４１ｏｒ４２ｖｅｒｔｅｂｒａｅ，ｓａｍｅｉｎｎｕｍｂｅｒａｓＣ・ＣＯ，"α畑ｓ（MITcHILL）

ofthewesternAtlantic，ａｎｄａｇｒｅｅｓｉｎｍａｎｙｒｅｓｐｅｃｔｓｗｉｔｈｔｈｅｌａｔｔｅｒｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅ

ｓｔａｇｅｓｏｆｙｏｕｎｇａndadult､AmongthewesternPacificspeciesitaujies続きｔｈｔｈｅ

ｆｏｒｍｓｏｆＣ・ＯＰ畑吻”"ｓ（BLEEKER）intheposteriorinsertionofvent章Ｉｆｉｎ，ａｎざ亨一

furthermore，itresemblescloselytoC．”ｉｓ肋0”ｓルjlWjToMIYAMAetABE，the

Japaneseform，inthejuvenilecharacters・Differenceinsomecharacteristicsof

thesethreespeciesaretabulateｄ（Table３)．

Ｃ・〃αγgsjjdiffersfromC・ＣＯ籾α畑ｓｉｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｒｅｓｐｅｃｔｓ，ｎａｍｅｌｙ：having

smallerhead，ｌｏｎｇｅｒｐｅｃｔｏｒａｌａｎｄｖｅｎｔｒａｌ，moreposteriorinsertionofdorsal，

andfewergillrakers．Ｃ・〃αγgsjjisedentulousonpalatineinbothofJapanese

andlndo-Pacificspecimens，ｏｎｔｈｅｃｏｎｔｒａｒｙ，ｉｎＣ・ＣＯ"zα〃s，ｔｈｅｐａｌａｔｉｎｅｉｓ

ｄｅｎｔｉｃｕｌａｔｅｉｎｓｏｍｅｓｐｅｃｉｍｅｎｓａｎｄｅｄｅｎｔｕｌｏｕｓｉｎｏｔｈｅｒｓａｆｔｅｒＢｒｕｕｎ・Inthe

juveniles，Ｃ・〃αγes〃agreeswithC・ＣＯ'"α畑ｓｉｎｈａｖｉｎｇａｓｉｎｇｌｅｔａｐｅ‐ｌｉｋｅ

ｃｕｔａｎｅｏｕｓｂａｒｂｅｌｗｉｔｈｔｈｅｓｉｍｉlarstructure，ａｎｄｌｏｗｄｏｒｓａｌｆｉｎｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅ

ｇｒｏｗｔhstages．Ｃ・ＣＯ碗α畑s，ｂｙｔｈｅｒｅｃｏｒｄＳａｆｔｅｒＢｒｅｄｅｒａｎｄＢｒｕｕ、，ｄｏｅｓｎｏｔ

ｓｅｅｍｔｏｇｒｏｗｓｏｌａｒｇｅａｓＣ．〃αγ9s〃．

Ｃ・OPjs肋0”ｓ〃jγα〃has4or5morevertebraeComparedwiｔｈＣ．〃αγ9s〃・Ｉｎ

ａｄｕｌｔ，ｈａｖｉｎｇｍｏｒｅｓｌｅｎｄｅｒｂｏｄｙａｎｄｎａｒｒｏｗｅｒｃａｕｄａｌｐｅｄｕｎｃｌｅ，itisclearly

distinguishedfromthelatter・Inthejuvenilestages,ｔｈｅｂａｒｂｅｌｏｆＣ・QPjs肋”"ｓ

〃γα〃ｉｓｐｅｔａｌ－ｓｈａｐｅｄａｎｄａｌｗａｙｓｓｈｏｒｔ，ｂｕｔｉｎｇｅｎｅｒａｌｓｈａｐｅａｎｄｃｏｌｏｕｒａｔｉｏｎ

ｏｆｂｏｄｙｔｈｅｆｏｒｍｅｒｗｅｌｌｒｅｓｅｍｂｌｅｓｔｏｔｈｅｌａｔｔｅｒ・

ＴｈｅｓｐａｗｎｉｎｇｐｅｒｉｏｄｏｆＣ．〃αγｇｓｊｊｓｅｅｍｓｔｏｂｅＪｕｎｅｔｏＪｕｌｙｏｎｔｈｅｃｏast

OfKyushu・Itsjuvenilesfrequentlyappearinｔｈｅｃｕｒｒｅｎｔｒｉｐｉｎｓｕｍｍｅｒｔｏ

ｅａｒｌｙａｕｔｕｍｎ．



22.0ｍｍ

１７．５ｍｍ

１２

８

１５

102

Ｄｅｐｔｈ

Ｂｒｅａｄｔｈ

Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｓｎｏｕｔ

Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ

ｌｎｔｅｒｏｒｂｉｔａｌｗｉｄｔｈ

Ｐｒｅｖｅｎｔｒａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｐｒｅｄｏｒｓａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｐｒｅａｎａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｐｅｃtｏｒａｌ

Ｔａｂｌｅｓｌ－３

Ｔａｂｌｅｌ．Ｃ幼Ｓｃﾉ"γ"ｓ〃αγ9s〃（ＧけNTHER).CountsandMeasurements

２１．６＋

30.3＋

６．９

６．９

６
４
０
７
０
０
８
２
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
３
３
６
７
８
１
５
１
３

１
１
２
６
７
８
７

Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

Ｄｏｒｓａｌｒａｙｓ

Ａｎａｌｒａｙｓ

Ｐｅｃｔｏｒａｌｒａｙｓ

Ｋ、３

早

292＋ｍｍ

２３１ｍｍ

ｌ３

９

１６

４１

４＋15

341

Ｎｏ．

Ｓｅｘ

Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

Ｄｏｒｓａｌｒａｙｓ

Ａｎａｌｒａｙｓ

Ｐｅｃｔｏｒａｌｒａｙｓ

Ｖｅｒｔｅｂｒａｅ

Ｇｉｌｌｒａｋｅｒｓ

Ｐｒｅｄｏｒｓａｌｓｃａｌｅｓ

７
０
７
４
９

●
●
●
●
●

３
１
６
６
８

３
１
１

28.2ｍｍ

２２．１ｍｍ

１２

８

１４

Shika-no-shim3，
Kyushu
June，１９５４

Locality

Date
⑥

ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｉｎｐｅｒｃｅｎｔＯｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｖｅｎｔｒａｌ

Ｈｅｉｇｈｔｏｆｄｏｒｓａｌ

Ｈｅｉｇｈｔｏｆａｎａｌ

Ｂａｓｅｏｆｄｏｒｓａｌ

Ｂａｓｅｏｆａｎａｌ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｃ３ｕｄａｌ

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ

Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｃａｕｄａｌｐｅｄｕｎｃｌｅ

Ｄｅｐtｈｏｆｃａｕｄａｌｐｅｄｕｎｃｌｅ
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Table２．JuvenileofC”seﾉ”"ｓ〃αγ9s〃（Ｇ伽THEＲ）
、

CountsandMeasurements

１９．３ｍｍ

１４．５ｍｍ

１２

９

１３

３５．０ｍｍ ６６十ｍｍ

26.0ｍｍ ５３．０ｍｍ

１３ １１

９ ８

〆･っ

１５ １５



Ｌｏｃａｌｉｔｙ

Ｄａｔｅ
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〃

Nov､８，′5２

Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

″
″

１２，１３

９

１４，１５

３１－３５

４５－４７

６～8＋20～2３

1０，１１

９

１４

２８－３０

C”sg"γ"ｓ

〃αγes〃

Cypsgﾉ"γ〃Ｓ

ＣＯ〃α"Ｓ

Ｄｏｒｓａｌｒａｙｓ

Ａｎａｌｒａｙｓ

Ｐｅｃｔｏｒ３１ｒａｙｓ

Ｐｒｅｄｏｒｓａｌｓｃａｌｅｓ

Ｖｅｒｔｅｈｒａｅ

Ｇｉｌｌｒａｋｅｒｓ

19.4

17.2

26.3

６
１
７
９
５
４
６
０
４
０
２
６
５
５
５

●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
８
７
６
１
０
９
６
７
５
９
６
１
１
８

１
１
２
１
１
１
５
６
７
５
３
１
１

９
３
．
８
４
３
３
６
４
５
６
２
６
６
４
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

Ⅳ
狸
躯
６
８
８
３
０
９
６
６
９
０
０
７

７
６
６
７
６
３
１
１

19.3

18.6

27.6

８
５
７
３
７
６
７
６
９
０
５
６
８
９
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

陥
必
邪
６
２
１
１
６
７
６
７
２
１
０
８

１
１
１
５
６
７
４
３
１
１

Ｄｅｐｔｈ

Ｂｒｅａｄｔｈ

Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｓｎｏｕｔ

Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ

ｌｎｔｅｒｏｒｂｉｔａｌｗｉｄｔｈ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｂａｒｂｅｌ

Ｐｒｅｖｅｎｔｒａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｐｒｅｄｏｒｓａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｐｒｅａｎａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｐｅｃｔｏｒｎｌ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｖｅｎｔｒａｌ

Ｈｅｉｇｈｔｏｆｄｏｒｓｎｌ

Ｈｅｉｇｈｔｏｆａｎａｌ

Ｄｅｐｔｈｏｆｃａｕｄａｌｐｅｄｕｎｃｌｅ

４
４
３
５
５
３
４
６
８
２
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
０
４
７
５
３
９
３
５
９

１
１
１
５
６
７
４
２
１
１

６
４
０
０
１
８
９
３
０
６
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
９
６
９
４
６
４
２
４
８

１
１
５
６
７
４
３
１
１

１２，１３

８，９

１４，１５

２５－２８

〔29-33）

４１'４２，４４

５，６＋16～1９

Table３．ComparativetableofCjllseﾉ”"ｓ〃αγes〃'
０

Ｃ・ＣＯ”α畝ｓａｎｄＣ．”畑加加ｓ

ＹａｋｕｓｈｉｍａＭａｋｕｒａｚａｋｉＹａｋｕｓｈｉｍａ

July２２,'５１ＪｕｌｙｌＯ,'５２Ｊｕｌｙ２２,'5１

Ｃ”seﾉ〃〃s
Opjsｵﾙ01"ｓ
ｏ〆s妨幼"s

今井貞彦一トビウオ類の研究Ⅳ

１１－１３

(10-12）

８，９

１４－１６

３４？
(27-32）

４１，４２

４＋1５

Cypsgﾉ"γ郷ｓ
ｏがs鋤o”s
ルノγα〃
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１９０９AndrewGarett'sFischederSiidsee.』o"γ､〃"s・ＧＭa〃γqｙｌ６（261-505）
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l953FiguresandDescriptionsoｆｔｈｅＦｉｓｈｅｓｏｆＪａｐａｎ４９（961-982）
Weber；Ｍ、

１９１３DieFischederSibogaExpeditie（1-710）

Weber，Ｍ・ａｎｄＬ．Ｆ・ＤｅＢｅａｕｆｏｒｔ

ｌ９２２ＴｈｅＦｉｓｈｅｓｏｆｔｈｅｌｎdo-AustralianArchipelago6（1-410）

ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇthJ

ＤａｔａｉｎＣ・ＣＯ”畑safterBruun（inparenthesisafterBreder)，ａｎｄ

ｉｎＣ．”ｉｓ鋤”"ｓ”畑〃0”safterWeberandBeaufort；ｄａｔａｉｎＣ.〃αγgsjj

inparenthesisafterWeberandＢｅａｕｆｏｒｔｆｒｏｍｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｏｆｔｒｏｐｉcal
Pacificandlndo-Australia．

３
，
２
５
７
２
６

乱
遍
乱
Ｌ
Ｌ
＆
＆
４

２
６
６
７
８
６
２
９

－
一
一
一
一
一
一
－

３
７
０
５
６
３
７
０

●
●
●
●
●
●
●
●

皿
５
帥
的
犯
舵
別
８

７５
５
９
４
５
９
０

。
ｏ
６
。
。
。
。
ｏ

５
６
・
３
２
１
７
３

２
２
８
６
７
８
６
３

一
一
一
一
一
一
一
－

７
４
３
０
７
１
０
８

●
●
●
●
●
●
●
●

朋
朋
７
０
９
８
４
７

６
６
７
６
２

く０
０
８
２
５
５
７
９

●
●
●
●
●
●
●
●

３
・
７
１
５
１
３
３
６

２
６
７
８
７
３

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｈｅａｄ

Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ

Ｐｒｅｖｅ､ｔｍｌｌｅｎｇｔｈ

Ｐｒｅｄｏｒｓａｌｌｅｎｇｔｈ

Ｐｒｅａｎａllength

Lengthofpectoral

Lengthoｆｖｅｎｔｒａｌ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｃａｕｄａｌ
ｐｅｄｕｎｃｌｅ


